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戦
後
70
年
を
迎
え
た
本
年
、“
平
和
へ
の
祈
り
”
も

空
し
く
、
現
実
に
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ク
リ
ミ
ア
併
合
や

中
国
に
よ
る
南
沙
諸
島
の
実
効
支
配
の
拡
大
等
、
力
を

背
景
に
し
た
“
戦
後
秩
序
”
の
変
更
が
行
わ
れ
て
お
り
、

“
平
和
”
と
は
程
遠
い
状
況
が
現
出
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
中
ロ
両
国
に
よ
る
行
動
に
対
し
各
国
か
ら
は

“
現
状
変
更
”“
主
権
侵
害
”
等
の
批
判
が
な
さ
れ
る
一

方
で
、ロ
シ
ア
は“
ロ
シ
ア
系
住
民
の
民
族
自
決
権
”を
、

中
国
は
“
九
段
線1

”（
次
頁
図
１
参
照
）
と
い
う
概
念

を
そ
れ
ぞ
れ
提
示
し
、
自
国
の
正
当
性
を
主
張
し
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
に
国
際
問
題
を
焦
点
に
各
国
間
で
展
開
さ

れ
て
い
る
批
判
、
正
当
性
の
主
張
等
は
そ
れ
ぞ
れ
、
自

国
に
対
す
る
国
際
世
論
の
支
持
や
競
合
国
に
対
す
る
国

1 

中
国
が
海
洋
上
に
独
自
に
設
定
し
た
９
本
の
境
界
線
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
取

り
囲
ま
れ
る
南
沙
、
西
沙
諸
島
を
含
め
た
南
シ
ナ
海
全
域
に
対
す
る
主
権
を
主
張
し

て
い
る
。

◆
宣
伝
概
論
◆

　

ま
ず
は
じ
め
に
、
本
稿
で
扱
う
“
宣
伝
”
に
つ
い

て
、
そ
の
概
要
の
説
明
と
本
稿
に
お
け
る
定
義
の
規
定

を
行
っ
て
お
き
た
い
。

　
“
宣
伝
”
は
そ
の
一
般
的
定
義
と
し
て
、
情
報
の
発

信
（
広
報
）
や
商
業
的
広
告
、
更
に
は
い
わ
ゆ
る
プ
ロ

パ
ガ
ン
ダ
に
至
る
ま
で
、
幅
広
い
も
の
を
包
含
す
る
概

念 

2

で
あ
り
、
端
的
に
言
え
ば
、“
他
者
を
誘
導
す
る
た

め
の
情
報
の
発
信
”
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
宣

伝
は
、
原
理
的
に
は
、
①
個
人
に
よ
る
他
者
へ
の
“
説

得
”
行
動
②
メ
リ
ア
ム
（C

harles E
. M

erriam

）3

が

指
摘
し
た
“
ミ
ラ
ン
ダ
（M

iranda

）4

”
や
“
ク
レ
デ

ン
ダ
（C

redenda

）5

”
―
―
等
が
そ
の
原
初
形
態
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
故
宣
伝
は
、
現
代
に
至
る
ま
で
、
個
人
間

で
は
も
と
よ
り
政
治
権
力
や
宗
教
権
力
に
よ
っ
て
、
自

身
の
支
配
・
統
制
権
の
獲
得
、
維
持
、
拡
大
を
目
的
と

し
て
行
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
競
合
勢
力
の
支
配
・
統

制
権
の
破
壊
や
毀
損
を
目
的
と
し
て
も
行
わ
れ
て
き
た

の
で
あ
る6 

。

2  

例
え
ば
『
広
辞
苑
』
に
は
”
述
べ
伝
え
る
こ
と
“
”
主
義
主
張
や
商
品
の
効
能

な
ど
を
多
く
の
人
に
説
明
し
て
理
解
・
共
鳴
さ
せ
、
ひ
ろ
め
る
こ
と
“
”
大
げ
さ
に

言
い
触
ら
す
こ
と
“
な
ど
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

3 

米
国
の
政
治
学
者
（1874-1953

）。
シ
カ
ゴ
大
学
政
治
学
部
教
授
。
行
動
科
学

的
手
法
を
政
治
学
に
導
入
し
た
。

4 

支
配
者
に
よ
っ
て
権
力
の
誇
示
に
用
い
ら
れ
る
事
物
、
例
え
ば
巨
大
な
建
築
物

や
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、
儀
式
、
神
話
・
叙
事
詩
、
更
に
は
示
威
行
動
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

5 

統
治
規
範
を
含
む
法
律
等
が
典
型
例
。

6 

例
え
ば
、
旧
教
（
ロ
ー
マ
・
カ
ソ
リ
ッ
ク
）
は
、
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス15

世
（Gregorius X

V

）
の
下
、
信
者
獲
得
競
争
で
新
教
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
に

対
抗
す
る
た
め
に
、1622

年
に
”
布
教
聖
省
“
”Sacra Congregate de 

　

か
よ
う
な
特
徴
、
来
歴
を
有
す
る
宣
伝
活
動
で
は
あ

る
が
、
本
稿
で
は
国
家
間
で
行
わ
れ
る
宣
伝
の
み
を
対

象
と
す
る
た
め
、
行
為
主
体
並
び
に
客
体
が
国
家
で
あ

る7

点
と
、
政
治
関
連
の
宣
伝
に
つ
い
て
の
先
行
研
究 

の8

成
果
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
を
以
下
の
よ
う
に
規

定
す
る
。即
ち
―
―
本
稿
に
お
け
る
―
―“
宣
伝
”は「
国

家
が
他
国9

に
対
し
て
、
何
等
か
の
行
動
を
採
ら
せ
る
若

Propaganda Fide

”
（sacred congregation for propagating the faith of 

the Rom
an Catholic Church

）
と
い
う
宣
伝
機
関
を
設
立
し
て
い
る
。

7  

従
っ
て
国
家
主
体
（
政
府
）
が
自
国
民
に
対
し
て
行
う
広
報
や
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
な

ど
は
本
稿
で
は
取
り
扱
わ
な
い
。

8 Leonard W
. D

oob

やLindley Fraser

ら
に
よ
る
研
究
等
。

9 

他
国
”
政
府
“
や
”
国
民
“
が
含
ま
れ
る
。

し
く
は
何
等
か
の
認
識
・
意
識
を
も
た
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
行
わ
れ
る
情
報
の
発
信
で
あ
る
」。

　

そ
れ
で
は
次
節
よ
り
、
こ
の
定
義
に
沿
っ
た
宣
伝
の

事
例
、
即
ち
国
際
政
治
の
場
で
各
国
に
よ
っ
て
遂
行
さ

れ
て
き
た
様
々
な
宣
伝
事
例
を
抽
出
し
、
そ
の
機
能
等

を
検
証
す
る
。
尚
、
紙
面
の
都
合
上
、
抽
出
す
る
事
例

は
近
現
代
以
降
の
も
の
に
限
定
す
る
こ
と
を
予
め
お
断

り
し
て
お
く
。

◆
日
露
戦
争
、
日
本
側
の
宣
伝
事
例
◆

　

大
日
本
帝
国
・
ロ
シ
ア
帝
国
間
で
の
戦
争
が
最
早
不

国
際
宣
伝
を
考
え
る

図 1.  南シナ海周辺における中国の主権認識

地図上の“1”から“9”までの数字が振られた赤線が“九段線”を構成する。尚、同地図は“LIMITS 
IN THE SEAS No. 143 CHINA MARITIME CLAIMS IN THE SOUTH CHINA SEA”（U.S. 
Department of State Office of Ocean and Polar Affairs Bureau of Oceans and International 
Environmental and Scientific Affairs, December 5, 2014）より転載

日
本
は
宣
伝
に
如
何
に
関
わ
る
べ
き
か　落

合 

多
聞

際
世
論
の
不
支
持
を
形
成
す
る
た
め
の
“
宣
伝
”
活
動

の
一
環
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
れ
で
は
こ
れ
ら

国
家
間
で
行
わ
れ
る
宣
伝
と
い
う
も
の
の
国
際
政
治
に

対
す
る
実
際
の
機
能
や
意
義
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
な

の
だ
ろ
う
か
。

　

か
か
る
問
題
意
識
か
ら
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
国

家
間
で
展
開
さ
れ
て
き
た
様
々
な
宣
伝
活
動
の
事
例
を

抽
出
し
、
そ
の
政
治
的
機
能
や
意
義
の
検
証
を
試
み

る
。
従
来
の
軍
事
・
経
済
力
と
い
っ
た
も
の
の
影
響
力

に
注
目
し
勝
ち
な
論
考
と
比
較
す
る
と
、
本
稿
は
い
さ

さ
か
異
色
で
あ
る
が
、
そ
れ
故
に
国
際
政
治
に
関
す
る

新
た
な
視
座
を
提
供
す
る
も
の
と
な
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
ま
た
結
び
で
は
、こ
の
検
証
を
踏
ま
え
た
上
で
、

今
後
の
我
が
国
の
宣
伝
へ
の
関
与
の
あ
り
方
等
に
つ
い

て
も
提
言
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
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